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操作支援のための ���画像転送系に関する研究

大谷 新一

パソコン（��）の普及に伴い，様々な人が �� を使用している．それにより，身体機能

の低下した使用者が増えてくる．そこで，彼らの操作の支援が必要になってくる．その中に

は，���（�����	
�� ��� ������
） 上の，文字や画像の情報の視認が困難な人も出てく

る．現在，彼らを支援するするために ��の ��� 上の画像を同一画面上に拡大するシステ

ムがある．しかし，��� 上のレイアウトを変更するため，画面全体の把握のしやすさが損

なわれる．そこで，別画面に拡大画像を表示することで問題を解決できるのではないかと考

えた．

　本研究ではユーザが使用する ��上の本研究で作成するサーバ機能を持つソフトウェアで

���上にあるカーソル周辺の画像をキャプチャし，別画面のビューア機能を持つソフトウェ

アのあるポインティングデバイスへ転送し，部分拡大して表示するシステムの検討を行って

いる．

　本稿ではサーバからビューアへの定期的な画像転送を行うための通信プロトコルに関す

る検討を行った．また，定期的な画像転送をする際に，サーバ側 �� のカーソル移動量に

ビューア側 ��の画像の変化が追従できることを条件とした．そして，検討したシステムを

実装し，主観評価実験を行った．
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